
筑

前
道

ヲ
行

ケ
リ
。

小
倉

マ
テ

二
十

四
里

ニ
シ
テ
、

此
路

ヨ
リ

ハ
六
里

ヲ
遠

ク

セ

リ
。
坂

路
甚
峻

ニ
シ
テ
且
長

シ
。

山

二
傍

ヒ
谷

二
臨

ム
。
草
茅

径

ヲ
遮

り
殆
卜
行

ク

ヘ
カ

ラ

ス
。
輿

ヲ
下
リ

テ
行

ケ
リ
。
坂

ノ
中
央

マ
デ

ハ
筑
前
ナ

リ
。
其

後

ハ
豊

前

ノ
界

ナ
リ
。

日
入

ツ
テ
添

田
騨

二
達

シ
、
留
宿

セ
リ
。

日
田
ヲ
去

ル

コ
ト

凡
九

里
ナ
リ
。

柴
峠

l〓
ア
彦

山
ヲ
近

ク
見

タ
リ
。
三

里
ホ

ト
隔
夕

リ
タ

ル
由

、

一
里
ホ

ト

モ
有

ラ

ン
ト
覚

エ
タ
リ
。

人
家

山
腹

ニ
ア

ル
者

、
歴

々
ト

シ
テ
数

フ

ヘ
シ
。

余

廿
九
歳

ニ
シ
テ
彦
山

二
登
リ

シ
カ
。
雲

霧

四

云

ロ
シ
テ
、
山

ノ
至
形

チ
知

ル

コ
ト

ナ
シ
。
後
年
森
実
里
正
ノ
宅

ヨ
リ
望
ミ
シ
カ
ト
モ
、
唯
其
峰
ヲ
見
タ
リ
。
此

日
始

メ
テ
其
全

ヲ
見

ル

コ
ト

ヲ
得

タ
リ
。

三
日
。
早
朝
添
田
ヲ
発

ス
。
香
春
獄
ヲ
望
ミ
見

ル
。
山
平
地

ヨ
リ
起
り
、
突
先
ト

シ
テ
讐

エ
タ
リ
。

名
山
ナ

リ
。
添

田

ヨ
リ

三
里

ニ
シ
テ
香
春

駅

二
達

ス
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
豆
田
町
か
ら
山
田
原

へ
。

こ
こ
か
ら

一
里
で
大
行
寺
。
さ
ら
に

一
里

で
宝
珠
山
村
。
そ
し
て
小
石
原
－
柴
峠
－
添
田
村
－
香
春
を
経
て
小
倉
ま
で
二
十
四
里

で
あ

つ
た

。

羽
野
天
満
宮
・
山
田
原
と
坂
迎
え

と
こ
ろ
で
、
羽
野
天
満
宮
・

山
田
原
で
の
盛
大
と
も
い
え
る
送
迎
は
、
古
来

こ
う
し

た
国
境
、
村
境
で
行
わ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
坂
迎
え
」
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
代
表
的
な
例
が
天
保
十
年

（

一
八
三
九
）
の
淡
窓
夫
人
ナ
ナ
の
大
坂
行
き
の

ケ
ー

ス
で
あ

る
。

そ

の
契

機
と

な

つ
た

の
は
同
年

十
年

四
月

二
十
九

日
付

、
大
坂

の
旭

荘

か
ら

の
書

簡

で
あ

つ
た
。

四
月

二
十

九

日
。

初

メ
謙
吉

、
書

ヲ
寄

セ

テ

日
ク
。
妻

子

ヲ
浪
華

二
迎

フ
可

シ
。

己

レ
赤

馬
関

マ
テ
来
リ

テ
迎

フ
可

シ
。
彼
地

マ
テ
人

ヲ
以

テ
送

り
玉

ハ
ル

ヘ
シ
ト
。

因
ツ
テ
此

日
ヲ
以
テ
家
ヲ
発

ス
。
娘
婦

（
ヨ
メ
）
及
ヒ
孝
之
助
、
及
従
姫

一
人
、

浪
華

二
至

ル
者

ナ
リ
。

送

ツ
テ
関

二
至

ル
者

ハ
、
妻

及
従
脾

一
人
、
僕
磯

吉
、

外

二
塾
生
範
治
、
佐
太
郎
。
牧
右
衛
門
、
種
二
郎
、
国
五
郎
ナ
リ
。
親
族
及
ヒ
比
隣

ノ
者

、
多

ク
送

ツ
テ
山

田
原

二
至

レ
リ
。

余

二
門
外

二
別

レ
タ

リ
。

孝

之
助

筑
後

ニ
テ
生

レ
、

二
歳

ニ
シ
テ
吾
家

二
来

タ

リ
養

ハ
レ
今

年

四
歳

ナ
リ
。

三
年

ノ
間
、

膝
下

二
生
長

セ

シ

モ
ノ
、

一
旦
数

百
里

ノ
外

二
去

ル
。
別

涙

ノ
潜
然

タ

ル

ニ
堪

ヘ
ス
。（
略
）
此

日
久
兵

衛
、
置
酒

シ
テ
予

ヲ
招

ク
。
仲

平
座

ヲ
同

シ
ク

ス
。

余

力
為

二
別
離

ノ
愁

ヲ
ナ

ク
サ

ム

ル
ナ
リ
。

こ

の
時

、
旭
荘

は
大
坂

に
単
身

で
住

ん
で

い
て
、
妻

マ
ツ
と
長
男

孝

之
助
を

日
田
に

置

い
て

い
た
。

旭
荘

は
妻

子
を
大

坂

に
迎

え
た

い
と

し
て
、
下

関
ま

で
迎

え

に
行

く

の

で
、

そ

こ
ま

で

二
人
を
連

れ

て
き

て
欲

し

い
と

言

っ
て
き
た

の
で
あ

る
。

こ

の
願

い
を

受
け
て
、

マ
ツ
と
孝
之
助
親
子
、
そ
し
て
従
牌

一
人
が
大
坂
を
め
ざ
し
、
淡
窓

の
妻
ナ

ナ
と
従
姫

一
人
、
僕

の
磯
吉
、
そ
し
て
塾
生
範
治
、
佐
太
郎
、
牧
右
衛
門
、
種

二
郎
、

国
五
郎
ら
が
下
関
ま
で
同
行

し
た
。

こ
の
と
き
多
く
の
親
族
及
び
比
隣

の
者
が
山
田
原

ま

で
送

っ
た
。

そ

の
後
、
五
月

五

日
に
な

つ
て
下
関

の
旭
荘

か
ら

さ
ら

に
手
紙
が

来
る
。

・

天
保
十
年

五
月
五
日
ノ
夜
、
謙
吉
力
下
ノ
関
ノ
書
至

レ
リ
。
予
力
妻
、
未
ダ
京
摂
ヲ
見
サ

ル

ニ
因

ツ
テ
、
此
度

彼
方

二
同
伴

セ

ン
ト
思

フ
ナ

リ
。

可
否

ヲ
報

シ
玉

ハ
ル

ヘ
シ
ト
。

六
日
、
魚

町

二
往

キ
、
其

ノ
事

ヲ
議

ス
。

終

二
束

行

ノ
事

ヲ
許

ス

ヘ
キ
由
、
対

二

及
ヒ
タ
リ
。
此
日
、
仲
平
力
妻
、
二
姫
ヲ
携

へ
テ
我
家

二
来
、
筐
笥
中

二
在

ル
所

ノ
衣

服

ヲ
検

シ
テ
、

イ
チ

イ

チ
記
録

セ
リ
。
是

ハ
妻

、
家

ニ
ア
ラ

サ

ル
ヲ

以
テ
、

其
ノ
紛
失
ヲ
防
ク
ナ
リ
。

十

二
日
。
範
治

以

下
赤

馬
関

二
至

リ

シ

モ
ノ
、
皆
帰

り
来

レ
リ
。

十

日
ヲ
以

テ
彼

ノ
地
ヲ
出
帆
セ
シ
ト
ナ
リ
。
同
船
、
妻
、
謙
吉
、
娘
、
孝
之
助
、
脾
、
謙
吉
力
門

人
八
十

一
、
是
同
行
ナ
リ
。

こ

の
と
き
旭

荘

は
義

姉
（
当
時

は
義

母
）
ナ
ナ

が
ま
だ

上
方

に
行

っ
て

い
な

い

の
で
、

こ

の
ま

ま
大
坂

に
同
行

し
た

い
と
伝
え

て
き
た

の
で
あ

る
。
淡
窓

は

こ

の
報
を
受

け

て

直
ち
に
魚
町

の
廣
瀬
家
に
向
か
い
、
そ
の
可
否
を
協
議
し
た
。
淡
窓

の
妻

の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
本
家

へ
の
相
談

は
無
用
と
も
思
え
る
が
、
旭
荘
が
そ
の
後
、
淡
窓
や
久
兵
衛

に
あ
て
た
手
紙
の
内
容
か
ら
す

る
と
、
相
談

の
中
に
は
、
そ
の
た
め

の
経
費

の
事
も
含

ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
は
妻
ナ
ナ
自
身
も
、
そ
の
可
否
を
問
う
手
紙
を
夫

淡
窓

あ

て
に
よ

せ
て

い
る
。

こ
う
し
て
淡
窓

の
妻
ナ
ナ
を
加
え
た
旭
荘

の

一
行
は
五
月
十
二
日
、
下
関
を
発

っ
て
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